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はじめに

『Sun Cluster 3.1 Data Service for SAPガイド』では、Sun Clusterノードに Sun™
Cluster HA for SAPをインストールして構成する手順について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関する
専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、 UNIX®の基本的なコマンドや手順
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説明しませ
ん。UNIXの基本的なコマンドや手順については、次の情報源を利用してください。

� Solarisソフトウェア環境のオンラインマニュアル
� Solarisオペレーティング環境のマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
Sun Clusterの関連トピックについては、次の表に記載したマニュアルを参照してくだ
さい。

トピック タイトル パート番号

データサービス管
理

『 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』 817-4317

Sun Cluster 3.1 10/03 Data Services Collection :
http://docs.sun.com/

概念 『Sun Cluster 3.1 10/03の概念』 817-4329

ソフトウェアのイ
ンストール

『Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアのインストール』 817-4328

システム管理 『 Sun Cluster 3.1 10/03のシステム管理』 817-4327

ハードウェア管理 『 Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』 817-0168

Sun Cluster 3.x Hardware Administration Collection :
http://docs.sun.com/

データサービス開
発

『Sun Cluster 3.1 10/03データサービス開発ガイド』 817-4330

エラーメッセー
ジ:

『Sun Cluster 3.1 10/03 Error Messages Guide』 817-0521

コマンドおよび機
能のリファレンス

『 Sun Cluster 3.1 10/03 Reference Manual』 817-0522
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トピック タイトル パート番号

リリース情報 『Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03 Release Notes』 817-3324

『 Sun Cluster 3.1 10/03ご使用にあたって』 817-4522

『 Sun Cluster 3.x Release Notes Supplement』 816-3381

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のバージョン番号(例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

次のコマンドを使用して、サービスプロバイダに通知するシステム上の各ノードに関
する情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示

psrinfo -v プロセッサの情報を表示

showrev –p インストールされているパッチを報告

prtdiag -v システム診断情報を表示

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for SAPのインストー
ルと構成

この章では、Sun Cluster HA for SAPをインストールして構成する手順について説明
します。

この章では、次の手順について説明します。

� 18ページの「リソースタイプをアップグレード、またはフェイルオーバーアプリ
ケーションリソースをスケーラブルアプリケーションリソースに変換する方法」

� 19ページの「ノードを準備する」
� 20ページの「SAPとデータベースをインストールする」
� 21ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーをインストールして有
効にする」

� 31ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーを確認する」
� 24ページの「フェイルオーバー SAPインスタンスをクラスタで実行可能にす
る」

� 29ページの「SAPとデータベースのインストールを確認する (セントラルインス
タンス)」

� 30ページの「SAPフェイルオーバーアプリケーションサーバーを確認する」
� 32ページの「Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA for SAPパッケー
ジをインストールする」

� 33 ページの「scinstall ユーティリティーを使用して、Sun Cluster HA for
SAPパッケージをインストールする」

� 41ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成を行う (セントラルインスタ
ンス)」

� 42ページの「フェイルオーバーデータサービスとして Sun Cluster HA for SAPを
登録して構成する」

� 43ページの「スケーラブルデータサービスとして Sun Cluster HA for SAPを登録
して構成する」

� 46ページの「セントラルインスタンスまたはフェイルオーバーアプリケーション
サーバー用のロックファイルを設定する」

� 47ページの「スケーラブルアプリケーションサーバー用のロックファイルを設定
する」

� 48ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストール、構成、セントラルインス
タンスを確認する」
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� 49ページの「フェイルオーバーデータサービスとしての Sun Cluster HA for SAP
のインストールと構成を確認する」

� 49ページの「スケーラブルデータサービスとしての Sun Cluster HA for SAPのイ
ンストールと構成を確認する」

Sun Cluster HA for SAPの概要
この情報は、Sun Cluster HA for SAPによって SAPの可用性を向上させる方法を理解
するうえで役立ちます。

フェイルオーバーサービスやスケーラブルサービスの概念については、『Sun Cluster
3.1の概念』を参照してください。

Sun Cluster HA for SAPは、SAPアプリケーションの障害監視と自動フェイルオー
バーを通して SAPシステムの障害を取り除くソフトウェアです。次の表に、Sun
Cluster構成の SAPコンポーネントを最大限に保護するデータサービスを示します。
Sun Cluster HA for SAPは、フェイルオーバーアプリケーションまたはスケーラブル
アプリケーションとして構成できます。

表 1–1 SAPコンポーネントの保護

SAPコンポーネント コンポーネントを保護するデータサービス

SAPデータベース Sun Cluster HA for Oracle

データベースとして Oracleを使用

SAPセントラルインスタンス Sun Cluster HA for SAP

リソースタイプは SUNW.sap_ciまたは
SUNW.sap_ci_v2

SAPアプリケーションサーバー Sun Cluster HA for SAP

リソースタイプは SUNW.sap_asまたは
SUNW.sap_as_v2

NFSファイルシステム Sun Cluster HA for NFS

Sun Cluster HA for SAPのインストールには、scinstall(1M)コマンドを使用しま
す。Sun Cluster HA for SAPをインストールするには、クラスタに最初のクラスタフ
レームワークがすでにインストールされ、クラスタが動作している必要があります。
クラスタやデータサービスソフトウェアの初回のインストールについては、『Sun
Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参照してください。Sun Clusterおよび
SAPソフトウェアの基本コンポーネントをインストールしたあとで、Sun Cluster HA
for SAPを登録します。
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Sun Cluster HA for SAPのインストール
と構成
表 1–2に、 Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成に必要な作業を示します。
指定された順序に従って、各作業を行ってください。

表 1–2作業マップ : Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成

作業 参照先

SAPインストールの計
画

12ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の計
画」

Sun Cluster HA for
SAPのアップグレード

18ページの「リソースタイプをアップグレード、またはフェイル
オーバーアプリケーションリソースをスケーラブルアプリケーション
リソースに変換する方法」

ノードとディスクの準
備

19ページの「ノードを準備する」

SAP、SAPフェイル
オーバーアプリケー
ションサーバー、およ
びデータベースのイン
ストール

DBMSのための Sun
Cluster HAの構成

SAPのインストールの
確認

20ページの「SAPとデータベースをインストールする」

24ページの「フェイルオーバー SAPインスタンスをクラスタで実行
可能にする」

28ページの「DBMSのための Sun Cluster HAの構成」

29ページの「SAPとデータベースのインストールを確認する (セント
ラルインスタンス)」

30ページの「SAPフェイルオーバーアプリケーションサーバーを確
認する」

または

SAP、SAPスケーラブ
ルアプリケーション
サーバー、およびデー
タベースのインストー
ル

DBMSのための Sun
Cluster HAの構成

SAPのインストールの
確認

20ページの「SAPとデータベースをインストールする」

21ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーをインス
トールして有効にする」

28ページの「DBMSのための Sun Cluster HAの構成」

31ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーを確認す
る」

Sun Cluster HA for
SAPパッケージのイン
ストール

32ページの「Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストール」
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表 1–2作業マップ : Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成 (続き)
作業 参照先

フェイルオーバーデー
タサービスとしての
Sun Cluster HA for
SAPの登録と構成

41ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成を行う (セントラ
ルインスタンス)」

42ページの「フェイルオーバーデータサービスとして Sun Cluster
HA for SAPを登録して構成する」

または

スケーラブルデータ
サービスとしての Sun
Cluster HA for SAPの
登録と構成

41ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成を行う (セントラ
ルインスタンス)」

43ページの「スケーラブルデータサービスとして Sun Cluster HA for
SAPを登録して構成する」

ロックファイルの設定 45ページの「ロックファイルの設定」

Sun Cluster HA for
SAPのインストールと
構成の確認

48ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストール、構成、セン
トラルインスタンスを確認する」

49ページの「フェイルオーバーデータサービスとしての Sun Cluster
HA for SAPのインストールと構成を確認する」

49ページの「スケーラブルデータサービスとしての Sun Cluster HA
for SAPのインストールと構成を確認する」

Sun Cluster HA for
SAP障害モニターの概
要

50ページの「Sun Cluster HA for SAP障害モニターの概要」

Sun Cluster HA for SAPのインストール
と構成の計画
ここでは、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の計画について説明しま
す。

構成に関する制限事項

注意 –次の制限事項を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場合が
あります。
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Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の計画を行うときは、ここに記載され
ている制限事項を守ってください。ここでは、Sun Cluster HA for SAPに適用される
ソフトウェアとハードウェア構成の制限事項を示します。

すべてのデータサービスに適用される制限事項については、『Sun Cluster 3.1 Data
Services 10/03 Release Notes』を参照してください。

� ノード名は SAPインストールガイドの指定に従っている必要があります。これは
SAPソフトウェアの制約です。

構成に関する要件

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の計画を行うときは、ここに記載され
ている要件を満たしてください。これらの要件が適用されるのは、Sun Cluster HA
for SAPだけです。 Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成を始める前に、次
の要件を満たしておく必要があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、『Sun Cluster 3.1データサー
ビスの計画と管理』の「Sun Clusterデータサービスの構成と管理」を参照してくださ
い。

� データベース用のファイルシステムと SAPソフトウェア用のファイルシステムを
すべて作成してからマウントポイントを作成し、これをすべてのクラスタノードの
/etc/vfstabファイルに指定します。データベースと SAPのファイルシステム
の設定手順については、SAPのインストールマニュアル『Installation of the SAP
R/3 on UNIX』と『R/3 Installation on UNIX-OS Dependencies』を参照してくださ
い。

� すべてのクラスタノードに、必要なグループとユーザーを作成します。SAPグ
ループやユーザーの作成方法については、SAPのインストールガイド『Installation
of the SAP R/3 on UNIX』と『R/3 Installation on UNIX-OS Dependencies』を参照し
てください。

� 外部 SAPアプリケーションサーバーのインストールを予定している場合は、セン
トラルインスタンスのホストとなるクラスタ上で Sun Cluster HA for NFSを構成
します。 Sun Cluster HA for SAPの構成方法については、『Sun Cluster 3.1 Data
Service for Network File System (NFS)ガイド』の「Sun Cluster HA for NFSのイン
ストールと構成」を参照してください。

� セントラルインスタンスが動作するクラスタまたは別のクラスタにアプリケー
ションサーバーをインストールします。アプリケーションサーバーをクラスタ環境
の外部にインストールして構成すると、Sun Cluster HA for SAPによる障害監視は
行なわれせん。したがって、これらのアプリケーションサーバーの再起動やフェイ
ルオーバーは自動的には行なわれません。ユーザーは、このようなアプリケー
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ションサーバーの起動や停止を手動で行なう必要があります。

� 自動待ち行列化再接続機構の機能をもつ SAPソフトウェアバージョンを使用しま
す。Sun Cluster HA for SAPにはこの機能が必要です。パッチ情報付きの SAP 4.0
以降のソフトウェアには、自動待ち行列化再接続機構の機能が装備されています。

データサービスの標準構成
ここで説明する標準構成を使用して、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成
の計画を行ってください。Sun Cluster HA for SAPは、ここで紹介する標準構成をサ
ポートします。Sun Cluster HA for SAPは、他の構成もサポートする場合がありま
す。ただし、Enterprise Servicesの担当者に連絡し、他の構成に関する情報を得る必
要があります。

図 1–1セントラルインスタンス、アプリケーションサーバー、およびデータベースで構成さ
れる 4ノードのクラスタ

図 1–2セントラルインスタンス、NFS、データベース、およびHAではない外部アプリケー
ションで構成される 2ノードのクラスタ
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注 –図 1–2の構成は、これまでの Sun Clusterリリースでよく見られる構成です。Sun
Clusterソフトウェアを最大限に活用するには、図 1–1または図 1–3のように SAPを
構成する必要があります。

図 1–3セントラルインスタンス、データベース、および開発ノードで構成される 2ノードの
クラスタ

構成上の考慮事項
ここで説明する考慮事項を検討して、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成
の計画を行なってください。Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成に
よって、どのような影響が出るかを考慮する必要があります。

フェイルオーバーアプリケーションとスケーラブルアプリ
ケーション
� sapstart実行可能ファイルの最新パッチを取得してください。Sun Cluster HA

for SAPのユーザーがロックファイルを構成するには、このパッチが必要です。使
用するクラスタ環境でのこのパッチのメリットについては、45ページの「ロック
ファイルの設定」を参照してください。

� Sun Cluster構成にインストールする SAPソフトウェアリリースやデータベース
に関連する SAPのすべてのオンラインサービスシステムノートに目を通してくだ
さい。インストールに関連する既知の問題や修正を確認してください。

� 推奨するメモリやスワップの容量については、SAPソフトウェアのマニュアルを
参照してください。SAPソフトウェアには、大量のメモリとスワップが必要で
す。

� セントラルインスタンス、データベースインスタンス、およびアプリケーション
サーバー (内部アプリケーションサーバーがある場合)が動作する可能性がある各
ノードでは負荷合計を多めに見積もってください。フェイルオーバーが起きたとき
に、セントラルインスタンス、データベースインスタンス、およびアプリケー
ションサーバーが 1つのノードで動作するようにクラスタを構成する場合には、こ
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れを考慮することが特に重要です。

スケーラブルアプリケーション
� SAPSIDadmホームディレクトリをクラスタファイルシステムに配置します。これ
によって、すべてのノードで動作するすべてのアプリケーションサーバーインスタ
ンスに対して 1つのスクリプト群を保守するだけですむようになります。ただし、
一部のアプリケーションサーバーだけを異なる方法で構成する必要がある (たとえ
ば、アプリケーションサーバーごとにプロファイルが異なる)場合は、これらのア
プリケーションサーバーを異なるインスタンス番号でインストールし、別個のリ
ソースグループとして構成します。

� アプリケーションサーバーのディレクトリを (クラスタファイルシステムではなく)
各ノードにローカルでインストールします。これは、他のアプリケーションサー
バーがこのアプリケーションサーバーの log/data/work/secディレクトリを上
書きするのを防止するためです。

� 複数のノードにすべてのアプリケーションサーバーインスタンスを作成する場合
は、同じインスタンス番号を使用してください。これにより、1組のコマンドを
使って複数のノードにあるすべてのアプリケーションサーバーを操作できるので、
保守や管理が容易になります。

� 優先順位の高いリソースのフェイルオーバー時に、RGOffloadリソースタイプを
使用して 1つ以上のアプリケーションサーバーを停止する場合は、アプリケー
ションサーバーを複数のリソースグループに組み込んでください。こうすると、
RGOffloadリソースタイプを使用して 1つ以上のデータベース用のアプリケー
ションサーバーをオフロードする場合に、柔軟性と可用性が得られます。その結果
得られるメリットは、各アプリケーションサーバーを 1つの大きなグループに配置
することによって得られる使い易さを上回ります。RGOffloadリソースタイプの
使い方については、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』の「重要では
ないリソースグループをオフロードすることによるノードリソースの解放」を参照
してください。

� SAPログオングループごとに、別個のスケーラブルアプリケーションサーバーイ
ンスタンスを作成します。

� ローカルインスタンスディレクトリに SAPロックファイルを作成します。これに
より、すでに実行中のアプリケーションインスタンスをシステム管理者が手動で起
動する事態を防止できます。

構成計画に関する質問
ここに記載された質問に基づいて、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の
計画を行なってください。『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』の「構成
ワークシート」にあるデータサービスワークシートに、質問に対する答えを記入して
ください。各質問の関連情報については、15ページの「構成上の考慮事項」を参照し
てください。

� ネットワークアドレスとアプリケーションリソースにどのリソースグループを使用
しますか、またそれらの間にはどのような依存関係がありますか。
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� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービス用)を指定してください。

� システム構成ファイルはどこに置きますか。

クラスタファイルシステムではなく、ローカルファイルシステム上に SAPバイナ
リプログラムを配置することの長所と短所については、『 Sun Cluster 3.1データ
サービスの計画と管理』の「Sun Clusterデータサービスの構成のガイドライン」
を参照してください。

パッケージとサポート
表 1–3と表 1–4に、Sun Cluster HA for SAPがサポートするパッケージを示します。

表 1–3 Sun Cluster 3.0 7/01以降の Sun Cluster HA for SAPパッケージ

リソースタイプ 説明

SUNW.sap_ci フェイルオーバーセントラルインスタンスのサポートを追加

SUNW.sap_as フェイルオーバーアプリケーションサーバーのサポートを追加

Sun Cluster HA for SAP対応リソースタイプ (RT)の最新バージョンは *_v2です。
*_v2リソースタイプはオリジナルの RTのスーパーセットです。できるだけ、提供さ
れている最新の RTを使用してください。

表 1–4 Sun Cluster 3.0 12/01以降の Sun Cluster HA for SAPパッケージ

リソースタイプ 説明

SUNW.sap_ci Sun Cluster 3.0 7/01と同じ。表 1–3を参照

SUNW.sap_as Sun Cluster 3.0 7/01と同じ表 1–3を参照

SUNW.sap_ci_v2 Network_resources_usedリソースプロパティを Resource Type
Registration (RTR)ファイルに追加

フェイルオーバーセントラルインスタンスのサポートは維持されます。

SUNW.sap_as_v2 Network_resources_usedリソースプロパティを RTRファイルに追加

スケーラブルアプリケーションサーバーのサポートを追加

フェイルオーバーアプリケーションサーバーのサポートは維持されます。
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Sun Cluster HA for SAPのアップグレー
ド
表 1–3と表 1–4に示したように、Sun Cluster 3.0 7/01のSun Cluster HA for SAP
パッケージは、スケーラブルアプリケーションサーバーと
Network_resources_usedリソースプロパティをサポートしていません。した
がって、アップグレードについては次の選択肢があります。

� 現在の SUNW.sap_ciと SUNW.sap_asリソースタイプを維持する (アップグレー
ドしない)。次の項目のいずれかに該当する場合は、これを選択します。

� ダウンタイムを予定することができない。
� Network_resources_usedリソースタイプが必要ない。
� スケーラブルアプリケーションサーバーを構成する必要がない。

� リソースタイプをアップグレードする。

リソースタイプのアップグレード方法については、18ページの「リソースタイプ
をアップグレード、またはフェイルオーバーアプリケーションリソースをスケーラ
ブルアプリケーションリソースに変換する方法」を参照してください。

� フェイルオーバーアプリケーションリソースをスケーラブルアプリケーションリ
ソースに変換する。

フェイルオーバーアプリケーションリソースをスケーラブルアプリケーションリ
ソースに変換する手順については、18ページの「リソースタイプをアップグレー
ド、またはフェイルオーバーアプリケーションリソースをスケーラブルアプリケー
ションリソースに変換する方法」を参照してください。

� リソースタイプをアップグレード、またはフェイ
ルオーバーアプリケーションリソースをスケーラ
ブルアプリケーションリソースに変換する方法
次の手順で、リソースタイプをアップグレードする、またはフェイルオーバーアプリ
ケーションサーバーリソースをスケーラブルアプリケーションサーバーリソースに変
換します。この手順を実行するには、ダウンタイムを予定する必要があります。

1. 既存のリソースを無効にします。

2. 既存のリソースをリソースグループから削除します。

3. 既存のリソースタイプを使用しているリソースが他にない場合は、これを削除しま
す。

4. 新しいリソースタイプを登録します。
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5. どちらの作業を行うかを選択します。

� セントラルインスタンスのリソースタイプをアップグレードする場合は、手
順 7に進みます。

� フェイルオーバーアプリケーションサーバーリソースをスケーラブルアプリ
ケーションサーバーリソースに変換する場合は、手順 6に進みます。

6. 新しいアプリケーションサーバーリソースグループを作成します。

7. スケーラブルアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

次の作業
19ページの「ノードを準備する」に進みます。

ノードとディスクの準備
ここでは、ノードとディスクを準備する手順について説明します。

� ノードを準備する
次の手順で、SAPをインストールして構成するための準備を行います。

1. すべてのノードでスーパーユーザーになります。

2. 切り替えまたはフェイルオーバーの発生時に Sun Cluster HA for SAPの起動と停
止が正常に行われるように、/etc/nsswitch.confを構成します。

Sun Cluster HA for SAPが動作する論理ホストをマスターできる各ノードで、次の
groupエントリのどれかを /etc/nsswitch.confファイルに指定します。

group:

group: files [NOTFOUND=return] nis

group: file [NOTFOUND=return] nisplus

Sun Cluster HA for SAPでは、su userコマンドを使用して SAPの起動と検証を行
います。クラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネット
ワーク情報ネームサービスが使用不能になることがあります。groupエントリを
/etc/nsswitch.conf ファイルに追加するときは、ネットワーク情報ネーム
サービスを利用できなかった場合にsu(1M)コマンドによって NIS/NIS+ネーム
サービスの参照が起こらないことを確認してください。
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次の作業
43ページの「スケーラブルデータサービスとして Sun Cluster HA for SAPを登録し
て構成する」に進みます。

SAPとデータベースのインストールと構
成
ここでは、SAPとデータベースをインストールして構成する手順について説明しま
す。

� SAPとデータベースをインストールする
次の手順で、SAPとデータベースをインストールします。

1. セントラルインスタンスをインストールするクラスタノードの 1つでスーパーユー
ザーになります。

2. クラスタファイルシステムに SAPバイナリをインストールします。

注 – SAPソフトウェアをクラスタファイルシステムにインストールする前に、
scstat(1M)コマンドを使用して、Sun Clusterソフトウェアが完全に動作するこ
とを確認してください。

a. SAPアプリケーションを実行するすべてのクラスタノードで /etc/system
ファイルを編集して、SAPに必要なすべてのカーネルパラメータを変更しま
す。

/etc/systemファイルを編集してから、各ノードを再起動します。カーネル
パラメータの変更については、SAPのマニュアル『R/3 Installation on UNIX-OS
Dependencies』を参照してください。

b. セントラルインスタンスやデータベース、アプリケーションサーバーインスタ
ンスのインストール方法については、SAPのマニュアル『Installation of the SAP
R/3 on UNIX』を参照してください。

Sun Cluster環境にスケーラブルアプリケーションサーバーをインストールする
手順については、21ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバー
をインストールして有効にする」を参照してください。
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次の作業
24ページの「フェイルオーバー SAPインスタンスをクラスタで実行可能にする」ま
たは21ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーをインストールして有
効にする」に進みます。

� SAPスケーラブルアプリケーションサーバーをイ
ンストールして有効にする
次の手順で、スケーラブルアプリケーションサーバーインスタンスをインストールし
ます。この手順を実行する前に、セントラルインスタンスとデータベースをインス
トールしておく必要があります。ここでは、Sun Cluster HA for SAPで SAP 6.10と
SAP 6.20のサービスを管理して、オンラインにするために、SAP 6.10と SAP 6.20の
ユーザーが実行する必要がある手順についても説明します。SAP 6.10と SAP 6.20
は、startsapスクリプトと stopsapスクリプトを 1つずつ作成します。他の SAP
バージョンの場合は、作成された各サービスに対して、これらのスクリプトのうちの
1つを作成します。この相違により、SAP 6.10と SAP 6.20では、ユーザーが実行す
る手順が多くなります。

Sun Cluster HA for SAPで J2EEエンジンクラスタを構成する場合は、この手順を完
了したあとで、26ページの「アプリケーションサーバーを指定してSun Cluster HA
for SAPで SAP J2EEエンジンクラスタを構成する」の手順を実行します。

Sun Cluster HA for SAPエージェントで SAP Webディスパッチャを構成する場合
は、この手順を完了したあとで、27ページの「Sun Cluster HA for SAPで SAP Web
ディスパッチャを構成する」の手順を実行します。

ヒント –ファイルシステムの配置を次のようにすると、使い易さが増し、データの上
書きを防止できます。

� クラスタファイルシステム

/sapmnt/SID

/usr/sap/SID -> app-instance以外のすべてのサブディレクトリ

/usr/sap/SID/home -> SAPSID admホームディレクトリ

/usr/sap/trans

� ローカルファイルシステム

/usr/sap/local/SID/app-instance

1. すべての SAPディレクトリをクラスタファイルシステムに作成します。

� セントラルインスタンスとデータベースがフェイルオーバー可能であることを
確認します。

� セントラルインスタンスのクラスタファイルシステムにロックファイルを設定
して、複数のノードから起動が行なわれるのを防止します。
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セントラルインスタンスにロックファイルを設定する手順については、46
999ページの「セントラルインスタンスまたはフェイルオーバーアプリケー
ションサーバー用のロックファイルを設定する」を参照してください。

� すべてのアプリケーションサーバーがクラスタファイルシステムの SAPバイナ
リを使用できることを確認します。

2. セントラルインスタンスとデータベースをクラスタファイルシステムにインストー
ルします。

セントラルインスタンスとデータベースのインストール手順については、SAPの
マニュアル『Installation of the SAP R/3 on UNIX』を参照してください。

3. スケーラブルアプリケーションサーバーが動作する可能性があるすべてのノード
で、アプリケーションサーバーの起動や停止に必要な data/log/sec/work
ディレクトリとログファイルのローカルディレクトリを作成します。

新しい各アプリケーションサーバーのローカルディレクトリを作成します。

例:

# mkdir -p /usr/sap/local/SID/D03

注意 –この手順は必須です。この手順を行わないと、クラスタファイルシステムに
異なるアプリケーションサーバーインスタンスを誤ってインストールし、それに
よって 2つのアプリケーションサーバーが互いを上書きするおそれがあります。

4. リンクを設定して、クラスタファイルシステムからこのローカルアプリケーション
サーバーディレクトリを指定します。これによって、アプリケーションサーバー、
startupログファイル、および stopログファイルがローカルファイルシステム
にインストールされます。

例:

# ln -s /usr/sap/local/SID/D03 /usr/sap/SID/D03

5. アプリケーションサーバーをインストールします。

6. SAP 6.10または SAP 6.20のユーザーの場合 :

� 該当しない場合は、手順 11に進みます。
� 該当する場合は、手順 7に進みます。

7. ユーザー sapsidadmになります。

8. startsapスクリプトと stopsapスクリプトのコピーを作成し、これらのファイ
ルを SAPSIDadm のホームディレクトリに保管します。選択したファイル名でこ
のインスタンスを指定します。

# cp /usr/sap/SID/SYS/exe/run/startsap \

$SAPSID_HOME/startsap_instance-number
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# cp /usr/sap/SID/SYS/exe/run/stopsap \

$SAPSID_HOME/stopsap_instance-number

9. 次のファイルを変更するので、バックアップを作成します。SAPプロファイル
ディレクトリで、このインスタンスのファイル名をすべて変更します。インスタン
ス固有のファイル名を選択する必要があります。また、手順 8で選択した命名規則
に従う必要があります。

# mv SAPSID_Service-StringSystem-Number_physical-hostname \

SAPSID_Service-StringSystem_instance-number

# mv START_Service-StringSystem-Number_physical-hostname \

START_Service-StringSystem_instance-number

10.手順 9で作成したファイルの内容を変更し、物理ホストの参照をインスタンス番号
に置き換えます。

注意 –このスケーラブルアプリケーションサーバーを実行するすべてのノードから
このアプリケーションサーバーインスタンスを起動または停止できるように、一貫
性のある更新を実行することが重要です。たとえば、SAPインスタンス番号 02の
変更した場合は、このインスタンス番号を指定するところで、02を使用します。
使用する命名規則に一貫性がないと、このスケーラブルアプリケーションサーバー
を実行するすべてのノードから、このアプリケーションサーバーインスタンスを起
動または停止できなくなります。

11. startスクリプトと stopスクリプトを編集し、 startupログファイルと stop
ログファイルがユーザー sapsidadmと orasapsidのホームディレクトリの下で、
ノード固有になるようにします。

例:

# vi startsap_D03

変更前:

LOGFILE=$R3S_LOGDIR/‘basename $0.log‘

変更後:

LOGFILE=$R3S_LOGDIR/‘basename $0‘_‘uname -n‘.log

12.スケーラブルアプリケーションサーバーを実行するすべてのノードにアプリケー
ションサーバーを SAPSIDと同じインスタンス番号でコピーします。

スケーラブルアプリケーションサーバーを実行するノードは、スケーラブルアプリ
ケーションサーバーリソースグループ nodelistにあります。
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13.各ノードからアプリケーションサーバーの起動や停止ができることを確認します。
ログファイルが正しい場所にあることを確認します。

14.ログオングループを使用する場合は、SAPログオングループを作成します。

次の作業
Sun Cluster HA for SAPで J2EEエンジンクラスタを構成する場合は、26ページ
の「アプリケーションサーバーを指定してSun Cluster HA for SAPで SAP J2EEエン
ジンクラスタを構成する」に進みます。

Sun Cluster HA for SAPエージェントで SAP Webディスパッチャを構成する場合
は、 27ページの「Sun Cluster HA for SAPで SAP Webディスパッチャを構成す
る」に進みます。

Sun Cluster HA for SAPで J2EEエンジンクラスタまたは SAP Webディスパッチャを
使用しない場合は、28ページの「DBMSのための Sun Cluster HAの構成」に進み
ます。

� フェイルオーバー SAPインスタンスをクラスタで
実行可能にする
SAPソフトウェアは、インストールすると、その SAPインスタンスをインストール
したサーバー上にファイルとシェルスクリプトを作成します。これらのファイルやス
クリプトでは物理サーバー名を使用します。SAPソフトウェアを Sun Clusterソフト
ウェアといっしょに使用する場合は、物理サーバーの参照をネットワークリソースの
参照 (論理ホスト名)に変更する必要があります。次の手順を使用して、クラスタで
SAPを実行できるようにします。

セントラルインスタンスを指定して Sun Cluster HA for SAPで J2EEエンジンクラス
タを構成する場合は、この手順を完了したあとで、27ページの「セントラルインス
タンスを指定して Sun Cluster HA for SAPで SAP J2EEエンジンクラスタを構成す
る」の手順を実行します。

SAPアプリケーションサーバーを指定して Sun Cluster HA for SAPで J2EEエンジン
クラスタを構成する場合は、26ページの「アプリケーションサーバーを指定してSun
Cluster HA for SAPで SAP J2EEエンジンクラスタを構成する」に進みます。

Sun Cluster HA for SAPエージェントで SAP Webディスパッチャを構成する場合
は、この手順を完了したあとで、27ページの「Sun Cluster HA for SAPで SAP Web
ディスパッチャを構成する」の手順を実行します。

1. 手順 5から手順 8で変更するファイルのバックアップを作成します。

2. SAPソフトウェアをインストールしたノードにログインします。

3. SAPインスタンス (セントラルインスタンスとアプリケーションサーバーインスタ
ンス)とデータベースを停止します。
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4. SAP 6.10または SAP 6.20のユーザーの場合 :

� 該当しない場合は、手順 6に進みます。
� 該当する場合は、手順 5に進みます。

5. startsapスクリプトと stopsapスクリプトのコピーを作成し、これらのファイ
ルを SAPSIDadmのホームディレクトリに保管します。選択したファイル名でこ
のインスタンスを指定する必要があります。

# cp /usr/sap/SID/SYS/exe/run/startsap \

$SAPSID_HOME/startsap_logical-hostname_instance-number

# cp /usr/sap/SID/SYS/exe/run/startsap \

$SAPSID_HOME/stopsap_logical-hostname_instance-number

6. ユーザー sapsidadmになり、次の作業を行ないます。

� SAPSIDadmホームディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべての
ファイル名を変更します。

� SAPSIDadmホームディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべての
ファイル内容 (ログファイルの内容を除く)を変更します。

� SAPプロファイルディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべてのファイ
ル名を変更します。

7. ユーザー sapsidadmで、パラメータ SAPLOCALHOSTのエントリを追加します。

/sapmnt/SAPSID/profileディレクトリにある SAPSID_ Service-StringSystem-
Number _logical-hostname プロファイルファイルにこのエントリを追加します。

セントラルインスタンスの場合:

SAPLOCALHOST=ci-logical-hostname

外部アプリケーションサーバーは、このエントリのネットワークリソース (論理ホ
スト名)を使用して、セントラルインスタンスの場所を見つけます。
アプリケーションサーバーの場合:

SAPLOCALHOST=as-logical-hostname

8. ユーザー orasapsidになり、次の作業を行ないます。

� oraSAPSIDホームディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべての
ファイル名を変更します。

� oraSAPSIDホームディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべての
ファイル内容 (ログファイルの内容を除く)を変更します。

9. ユーザー sapsidadmとグループ sapsysが所有する /usr/sap/tmpディレクトリ
が、フェイルオーバー SAPインスタンスをマスターする可能性があるすべての
ノードに存在するか確認します。
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次の作業
セントラルインスタンスを指定して、Sun Cluster HA for SAPで J2EEエンジンクラ
スタを構成する場合は、27ページの「セントラルインスタンスを指定して Sun
Cluster HA for SAPで SAP J2EEエンジンクラスタを構成する」に進みます。

SAPアプリケーションサーバーを指定して Sun Cluster HA for SAPで J2EEエンジン
クラスタを構成する場合は、26ページの「アプリケーションサーバーを指定してSun
Cluster HA for SAPで SAP J2EEエンジンクラスタを構成する」に進みます。

Sun Cluster HA for SAPエージェントで SAP Webディスパッチャを構成する場合
は、 27ページの「Sun Cluster HA for SAPで SAP Webディスパッチャを構成す
る」に進みます。

Sun Cluster HA for SAPエージェントで J2EEエンジンクラスタまたは SAP Web
ディスパッチャを使用しない場合は、28ページの「DBMSのための Sun Cluster HA
の構成」に進みます。

アプリケーションサーバーを指定してSun Cluster
HA for SAPで SAP J2EEエンジンクラスタを構成
する
21ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーをインストールして有効に
する」を完了してから、次の手順を実行します。

注 – SAP J2EEエンジンは、Sun Cluster HA for SAPの保護下にある SAPディス
パッチャが起動します。SAP J2EEエンジンが停止した場合は、SAPディス
パッチャが再起動します。

1. SAP J2EEの管理ツール GUIを使用して ClusterHostsパラメータを変更し、
dispatcher/Manager/ClusterManagerの下にセントラルインスタンスの論理ホス
トとポートのペアを指定します。

logical-host-ci:port

2. ファイル j2ee-install-dir/additionalproperties を次のように変更します。

com.sap.instanceId = logical-host-as_SID_SYSNR

3. ファイルj2ee-install-
dir/server/services/security/work/R3Security.propertie を次のよ
うに変更します。

sapbasis.ashost = logical-host-as
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次の作業
28ページの「DBMSのための Sun Cluster HAの構成」に進みます。

� セントラルインスタンスを指定して Sun Cluster
HA for SAPで SAP J2EEエンジンクラスタを構成
する
24ページの「フェイルオーバー SAPインスタンスをクラスタで実行可能にする」を
完了してから、次の手順を実行します。

注 – SAP J2EEエンジンは、Sun Cluster HA for SAPの保護下にある SAPディス
パッチャが起動します。SAP J2EEエンジンが停止した場合は、SAPディス
パッチャが再起動します。

1. SAP J2EEの管理ツール GUIを使用して ClusterHostsパラメータを変更し、
dispatcher/Manager/ClusterManagerの下にアプリケーションサーバーのすべて
の論理ホストとポートペアを指定します。たとえば、次のように指定します。

as1–1h:port;as2–1h:port ...

2. ファイル j2ee-install-dir/additionalproperties を次のように変更します。

com.sap.instanceId = logical-host-ci_SID_SYSNR

3. ファイルj2ee-install-
dir/server/services/security/work/R3Security.properties を次のよ
うに変更します。

sapbasis.ashost = logical-host-ci

4. ファイル SDM-dir/program/config/flow.xml を変更します。

host = logical-host-ci

次の作業
28ページの「DBMSのための Sun Cluster HAの構成」に進みます。

Sun Cluster HA for SAPで SAP Webディス
パッチャを構成する
Sun Cluster HA for SAPでSAP Webディスパッチャを構成したあとで、次の手順を実
行します。
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注 – SAP Webディスパッチャには、自動再起動機能があります。SAP Webディス
パッチャが停止すると、SAP Webディスパッチャのウォッチドッグプロセスが再起動
します。現在、SAP Webディスパッチャに使用できる Sun Clusterエージェントはあ
りません。

1. SAP Webディスパッチャには、セントラルインスタンスまたはアプリケーション
サーバーインスタンスと異なるインスタンス番号を指定する必要があります。

たとえば、SAP Webディスパッチャのプロファイルでは SAPSYSTEM = 66が使用
されています。

2. SAP Webアプリケーションサーバーをインストールしたあとで、Internet
Communication Frame Servicesを手動でアクティブにします。

詳細は、SAP OSSノートの 517484を参照してください。

次の作業
28ページの「DBMSのための Sun Cluster HAの構成」に進みます。

DBMSのための Sun Cluster HAの構成
SAPはさまざまなデータベースをサポートしています。高可用性データベースに対応
するリソースタイプやリソースグループ、リソースを設定する方法については、Sun
Clusterデータサービスの該当するマニュアルを参照してください。たとえば、SAP
とともに Oracleを使用する場合は、『 Sun Cluster 3.1 Data Service for Oracleガイ
ド』の「Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成」を参照してください。

さらに、使用するデータベースに関連して構成する必要があるその他のリソースタイ
プについては、Sun Clusterデータサービスのマニュアルと、該当するデータベースイ
ンストールガイドの適切な章を参照してください。Sun Clusterデータサービスのマ
ニュアルには、Oracleデータベースに対応する他のリソースタイプの構成方法が詳し
く記載されています。たとえば、Oracleを使用する場合は、SUNW.HAStoragePlus
リソースタイプを設定する必要があります。詳細については、『Sun Cluster 3.1デー
タサービスの計画と管理』の「リソースグループとディスク装置グループとの間で起
動を同期させる」を参照してください。
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次の作業
29ページの「SAPとデータベースのインストールを確認する (セントラルインスタン
ス)」または31ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーを確認する」
に進みます。

SAPのインストールの確認
ここでは、SAPのインストールを確認する手順について説明します。

� SAPとデータベースのインストールを確認する (セ
ントラルインスタンス)
次の手順で、SAPのセントラルインスタンスを確認します。セントラルインスタンス
が動作する可能性のあるすべてのノードで、次に手順を実行します。

1. ネットワークリソースやセントラルインスタンスリソースを収容するフェイルオー
バーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g sap-ci-resource-group [-h nodelist]

注 – scrgadm(1M)コマンドの-hオプションを使用して、SAPセントラルインス
タンスが動作する可能性のあるノードグループを選択します。

2. ネームサービスデータベースに、使用するすべてのネットワーク資源が追加されて
いるか確認します。

3. フェイルオーバーリソースグループにネットワークリソース (論理ホスト名)を追
加します。

# scrgadm -a -L -g sap-ci-resource-group

-l ci-logical-hostname [-n netiflist]

4. リソースグループを有効にします。

scswitch(1M)コマンドを実行してリソースグループを管理状態とオンラインに
します。

# scswitch -Z -g sap-ci-resource-group

5. セントラルインスタンスリソースグループを含むクラスタメンバーにログインしま
す。
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6. データベースが動作していることを確認します。

7. セントラルインスタンスを手動で起動します。

8. 論理ホスト名を使って SAP GUIを起動し、SAPの初期設定が正しく行なわれる
ことを確認します。

デフォルトのディスパッチャポートは 3200です。

9. セントラルインスタンスを手動で停止します。

10.リソースグループを、セントラルインスタンスが動作する可能性がある別のクラス
タメンバーに切り替えます。

# scswitch -z -h node -g sap-ci-resource-group

11.手順 5から手順 9を繰り返し、セントラルインスタンスを収容する可能性のある
各クラスタノードで、セントラルインスタンスの起動と停止を確認します。

次の作業
30ページの「SAPフェイルオーバーアプリケーションサーバーを確認する」に進みま
す。

� SAPフェイルオーバーアプリケーションサーバー
を確認する
次の手順で、フェイルオーバーアプリケーションサーバーについて、SAPとデータ
ベースのインストールを確認します。フェイルオーバーアプリケーションサーバーが
動作する可能性のあるすべてのノードで、次の手順を実行します。

1. ネットワークリソースやアプリケーションサーバーリソースを収容するフェイル
オーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g sap-as-fo-resource-group

注 – scrgadmコマンドの -hオプションを使用して、SAPアプリケーションサー
バーが動作する可能性のあるノードグループを選択します。

# scrgadm -a -g sap-as-fo-resource-group\

[-h nodelist]

2. ネームサービスデータベースに、使用するすべてのネットワーク資源が追加されて
いるか確認します。

3. フェイルオーバーリソースグループにネットワークリソース (論理ホスト名)を追
加します。
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# scrgadm -a -L -g sap-as-fo-resource-group\

-l as-fo-logical-hostname [-n netiflist]

4. リソースグループを有効にします。

scswitch(1M)コマンドを実行してリソースグループを管理状態とオンラインに
します。

# scswitch -Z -g sap-as-of-resource-group

5. アプリケーションサーバーリソースグループを含むクラスタメンバーにロングイン
します。

6. アプリケーションサーバーを手動で起動します。

7. 論理ホスト名を使って SAP GUIを起動し、SAPの初期設定が正しく行なわれる
ことを確認します。

8. アプリケーションサーバーを手動で停止します。

9. リソースグループを、アプリケーションサーバーが動作する可能性がある別のクラ
スタメンバーに切り替えます。

# scswitch -z -h node -g sap-as-fo-resource-group

10.手順 5から手順 7を繰り返し、アプリケーションサーバーを収容する各クラスタ
ノードでの、起動と停止を確認します。

次の作業
32ページの「Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストール」に進みます。

SAPスケーラブルアプリケーションサーバーを確
認する
21ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーをインストールして有効に
する」でスケーラブルアプリケーションサーバーインスタンスをインストールした場
合は、21ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーをインストールして
有効にする」の手順 13で SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのインストー
ルをすでに確認しています。

次の作業
32ページの「Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストール」に進みます。
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Sun Cluster HA for SAPパッケージのイ
ンストール
Sun Clusterの初回のインストール時に、Sun Cluster HA for SAPパッケージをインス
トールしなかった場合は、ここで説明する手順に従ってパッケージをインストールし
てください。Sun Cluster HA for SAPパッケージをインストールする各クラスタノー
ドで、この手順を実行します。この手順を実行するには、Sun Cluster Agents CD-
ROMが必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Cluster 3.1 10/03ソフ
トウェアのインストール』の「ソフトウェアのインストール」に記載されている手順
を実行してください。

Sun Cluster HA for SAPパッケージは、次のどちらかのインストールツールを使用し
てインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティ

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1データサービス 10/03より前のリリー
スでは利用できません。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for SAPパッケージをインストールする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)のどちらでも実行できます。作業の内容と順序は、CLIで
も GUIでも同様です。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマニュア
ルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for SAPパッケージをインストールするクラスタノードで、スー
パーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIを使用してWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環
境変数を設定しておく必要があります。

3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを読み込みます。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行され、CD-ROMデバイスを管理するよ
うに構成されている場合、CD-ROMは /cdrom/scdataservices_3_1_vb
ディレクトリに自動的にマウントされます。
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4. CD-ROMの Sun Cluster HA for SAPコンポーネントディレクトリに切り替えま
す。

Sun Cluster HA for SAPデータサービス用のWeb Startプログラムはこのディレク
トリにあります。

# cd /cdrom/scdataservices_3_1_vb/\

components/SunCluster_HA_SAP_3.1/

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトに対して、インストールのタイプを選択します。

� Cロケールだけをインストールする場合は、一般を選択します。
� その他のロケールをインストールする場合は、カスタムを選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for SAPパッケージをインス
トールします。

インストールが完了すると、インストールサマリが表示します。このサマリに
よって、インストール中にWeb Startプログラムが作成したログを確認できます。
これらのログは、/var/sadm/install/logsディレクトリにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. CD-ROMドライブから Sun Cluster Agents CD-ROMを読み取り解除します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上には存在しないディレクトリに
切り替えます。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

次の作業
34ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成」に進みます。

� scinstall ユーティリティーを使用して、Sun
Cluster HA for SAPパッケージをインストールす
る
1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. 「新しいデータサービスのサポートを追加」メニューオプションを選択します。
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scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

この CD-ROMはデータサービス CD-ROMとして表示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CD-ROMをアンロードします。

次の作業
34ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成」に進みます。

Sun Cluster HA for SAPの登録と構成
ここでは Sun Cluster HA for SAPの構成手順について説明します。

Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ
表 1–5と表 1–6の拡張プロパティを使用して、リソースを作成します。リソースを作
成するときにコマンド行の scrgadm -x parameter=valueを使用して拡張プロパティを
構成します。リソースが作成済みの場合は、『 Sun Cluster 3.1データサービスの計画
と管理』の「データサービスリソースの管理」で説明している手順に従って、拡張プ
ロパティを構成します。拡張プロパティの中には動的に変更できるものがあります。
それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成するか無効にするときにしか更新でき
ません。プロパティをいつ変更できるかについては、説明欄の「調整 :」の項を参照
してください。付録Aに、すべての Sun Clusterプロパティが記載されています。
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表 1–5 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (セントラルインスタンス)

プロパティの種類 プロパティ名 説明

SAP構成 SAPSID SAPシステム ID
(SID)

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)

Ci_instance_id 2桁の SAPシステム番
号

初期値 : 00

調整 :無効時 (When_
disabled)

Ci_services_string セントラルインスタン
スサービスのリスト

初期値 : DVEBMGS

調整 :無効時 (When_
disabled)

SAPの起動 Ci_start_retry_ interval セントラルインスタン
スを起動する前にデー
タベースとの接続を試
みる間隔 (秒単位)

初期値 : 30

調整 :無効時 (When_
disabled)

Ci_startup_script SIDadmホームディレ
クトリにおけるこのイ
ンスタンスの SAP起
動スクリプトの名前

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)

Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成 35



表 1–5 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (セントラルインスタンス) (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

SAPの停止 Stop_sap_pct stop-timeout変数
がこの値に達すると、
SAPプロセスが停止し
ます。プロセスの停止
には SAP停止スクリ
プトが使用されます。
その後で、Process
Monitor Facility (PMF)
が呼び出されてプロセ
スが停止され、終了さ
れます。

初期値 : 95

調整 :無効時 (When_
disabled)

Ci_shutdown_script SIDadmホームディレ
クトリにおけるこのイ
ンスタンスの SAP停
止スクリプトの名前

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)
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表 1–5 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (セントラルインスタンス) (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

プローブ Message_server_name SAP Message Server
の名前

初期値 : sapms
SAPSID

調整 :無効時 (When_
disabled)

Lgtst_ms_with_ logicalhostname SAP lgtstユー
ティリティーで SAP
Message Serverを検査
する方法です。lgtst
ユーティリティーで
は、SAP Message
Serverの場所としてホ
スト名 (IPアドレス)
が必要です。このホス
ト名は、Sun Cluster
の論理ホスト名または
ローカルホスト (ルー
プバック)名です。こ
のリソースプロパ
ティに TRUEが設定さ
れている場合は、論理
ホスト名を使用する必
要があります。それ以
外の場合は、ローカル
ホスト名を使用しま
す。

初期値 : TRUE

調整 :任意の時点
(Anytime)

Check_ms_retry SAP Message Server
の検査に何回失敗した
ら、これを完全な失敗
として報告し、
Resource Group
Manager (RGM)を起
動するか。

初期値 : 2

調整 :無効時 (When_
disabled)

Probe_timeout プローブのタイムアウ
ト値 (秒単位)

初期値 : 120

調整 :任意の時点
(Anytime)

Monitor_retry_count 障害モニターに許され
ている PMF再起動の
回数

初期値 : 4

調整 :任意の時点
(Anytime)

Monitor_retry_ interval 障害モニターを再起動
する間隔 (分単位)
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表 1–5 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (セントラルインスタンス) (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

開発システム Shutdown_dev RGMに、セントラル
インスタンスを起動す
る前に開発システムを
停止させるかどうか。

初期値 : FALSE

調整 :無効時 (When_
disabled)

Dev_sapsid 開発システムの SAP
システム名。Sun
Cluster HA for SAPで
は、Shutdown_dev
に TRUEを設定した場
合、このプロパティを
指定する必要がありま
す。

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)

Dev_shutdown_script 開発システムの停止に
使用されるスクリプ
ト。Sun Cluster HA
for SAPでは
Shutdown_devに
TRUEを設定した場
合、このプロパティを
指定する必要がありま
す。

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)

Dev_stop_pct Sun Cluster HA for
SAPが開発システムを
シャットダウンしてセ
ントラルインスタンス
を起動するまでの起動
タイムアウト。

初期値 : 20

調整 :無効時 (When_
disabled)
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表 1–6 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (アプリケーションサーバー)

プロパティの種類 プロパティ名 説明

SAP構成 SAPSID アプリケーションサー
バーの SAPシステム
名または SAPSID

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)

As_instance_id アプリケーションサー
バーの 2桁の SAPシ
ステム番号

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)

As_services_string アプリケーションサー
バーサービスのリスト

初期値 : D

調整 :無効時 (When_
disabled)

SAPの起動 As_db_retry_interval アプリケーションサー
バーを起動する前に
データベースとの接続
を試みる間隔 (秒単位)

初期値 : 30

調整 :無効時 (When_
disabled)

As_startup_script アプリケーションサー
バーの SAP起動スク
リプトの名前

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)
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表 1–6 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (アプリケーションサーバー) (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

SAPの停止 Stop_sap_pct stop-timeout変数がこ
の値に達すると、SAP
プロセスが停止しま
す。プロセスの停止に
は SAP停止スクリプ
トが使用されます。そ
の後で、Process
Monitor Facility (PMF)
が呼び出されてプロセ
スが停止され、終了さ
れます。

初期値 : 95

調整 :無効時 (When_
disabled)

As_shutdown_script アプリケーションサー
バーの SAP停止スク
リプトの名前

初期値 :なし

調整 :無効時 (When_
disabled)

プローブ Probe_timeout プローブのタイムアウ
ト値 (秒単位)

初期値 : 60

調整 :任意の時点
(Anytime)

Monitor_retry_count この検証の間に障害モ
ニターが実行可能な
PMF再起動の回数

初期値 : 4

調整 :任意の時点
(Anytime)

Monitor_retry_ interval 障害モニターを再起動
する間隔 (分単位)

初期値 : 2

調整 :任意の時点
(Anytime)
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� Sun Cluster HA for SAPの登録と構成を行う (セン
トラルインスタンス)
次の手順で、セントラルインスタンスを指定して Sun Cluster HA for SAPを構成しま
す。

1. セントラルインスタンスを格納するクラスタノードの 1つでスーパーユーザーにな
ります。

2. セントラルインスタンスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_ci | SUNW.sap_ci_v2

3. セントラルインスタンスリソースグループに HAStoragePlusリソースを追加しま
す。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

# scrgadm -a -j ci-storage-resource \

-g sap-ci-resource-group \

-t SUNW.HAStoragePlus -x filesystemmountpoints=mountpoint, ... |

HAStoragePlusリソースの設定方法については、『Sun Cluster 3.1データサービス
の計画と管理』の「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してくだ
さい。

4. セントラルインスタンスのストレージリソースを有効にします。

# scswitch -e -j ci-storage-resource

5. このフェイルオーバーリソースグループの中に SAPセントラルインスタンスリ
ソースを作成します。

# scrgadm -a -j sap-ci-resource \

-g sap-ci-resource-group\

-t SUNW.sap_ci | SUNW.sap_ci_v2

-x SAPSID=SAPSID -x Ci_instance_id=ci-instance-id \

-x Ci_startup_script=ci-startup-script \

-x Ci_shutdown_script=ci-shutdown-script \

-y resource_dependencies=ci-storage-resource

どのような拡張プロパティがあるかについては、『Sun Cluster 3.1データサービス
の計画と管理』を参照してください。

6. SAPセントラルインスタンスリソースが含まれているフェイルオーバーリソース
グループを有効にします。
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# scswitch -Z -g sap-ci-resource-group

セントラルインスタンスリソースが開発システムを停止するように構成すると、次
のようなコンソールメッセージが表示されます。

ERROR : SAPSYSTEMNAME not set

Please check environment and restart

このメッセージは、開発システムがインストールされていないノードでセントラル
インスタンスが起動したときに表示されます。セントラルインスタンスの実行を指
示するものではありません。SAPがこのメッセージを表示しても、無視してかま
いません。

次の作業
42ページの「フェイルオーバーデータサービスとして Sun Cluster HA for SAPを登録
して構成する」または43ページの「スケーラブルデータサービスとして Sun Cluster
HA for SAPを登録して構成する」に進みます。

� フェイルオーバーデータサービスとして Sun
Cluster HA for SAPを登録して構成する
次の手順で、Sun Cluster HA for SAPをフェイルオーバーデータサービスとして構成
します。

1. アプリケーションサーバーを格納するクラスタノードの 1つでスーパーユーザーに
なります。

2. フェイルオーバーアプリケーションサーバーのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_as | SUNW.sap_as_v2

3. フェイルオーバーアプリケーションサーバーリソースグループに HAStoragePlus
リソースを追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

# scrgadm -a -j sap-as-storage-resource -g sap-as-fo-resource-group \

-t SUNW.HAStoragePlus \

-x filesystemmountpoints=mountpoint, ...

HAStoragePlusリソースの設定方法については、『Sun Cluster 3.1データサービス
の計画と管理』の「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してくだ
さい。

4. フェイルオーバーアプリケーションサーバーのストレージリソースを有効にしま
す。
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# scswitch -e -j sap-as-storage-resource

5. フェイルオーバーリソースグループの中に SAPアプリケーションサーバーリソー
スを作成します。

# scrgadm -a -j sap-as-resource \

-g sap-as-fo-resource-group \

-t SUNW.sap_as | SUNW.sap_as_v2

-x SAPSID=SAPSID -x As_instance_id=as-instance-id \

-x As_startup_script=as-startup-script \

-x As_shutdown_script=as-shutdown-script \

-y resource_dependencies=sap-as-storage-resource

どのような拡張プロパティがあるかについては、34ページの「Sun Cluster HA for
SAP拡張プロパティ」を参照してください。

6. SAPアプリケーションサーバーリソースが含まれているフェイルオーバーリソー
スグループを有効にします。

# scswitch -Z -g sap-as-fo-resource-group

次の作業
48ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストール、構成、セントラルインスタ
ンスを確認する」に進みます。

� スケーラブルデータサービスとして Sun Cluster
HA for SAPを登録して構成する
次の手順で、スケーラブルデータサービスとして Sun Cluster HA for SAPを構成しま
す。

1. アプリケーションサーバーを格納するクラスタノードの 1つでスーパーユーザーに
なります。

2. アプリケーションサーバーのスケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group \

-y Maximum_primaries=value \

-y Desired_primaries=value
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注 – SAPログオングループがアプリケーションサーバーの負荷を分散させるため、
スケーラブルデータサービスとしての Sun Cluster HA for SAPは、共用アドレス
を使用しません。

注 –このスケーラブルアプリケーションサーバーリソースグループの
SUNW.RGOffloadリソースタイプを使用してアプリケーションサーバーの負荷分
散を行なう場合は、Desired_primaries=0を指定します。SUNW.RGOffload
リソースタイプの使い方については、『 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管
理』の「重要ではないリソースグループをオフロードすることによるノードリソー
スの解放」を参照してください。

3. スケーラブルアプリケーションサーバーのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_as_v2

4. フェイルオーバーアプリケーションサーバーリソースグループに HAStoragePlus
リソースを追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

# scrgadm -a -j sap-as-storage-resource -g \

-g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group \

-t SUNW.HAStoragePlus \

-x filesystemmountpoints=mountpoint, ... \

HAStoragePlusリソースの設定方法については、『Sun Cluster 3.1データサービス
の計画と管理』の「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してくだ
さい。

5. フェイルオーバーアプリケーションサーバーのストレージリソースを有効にしま
す。

# scswitch -e -j sap-as-storage-resource

6. このスケーラブルリソースグループの中に SAPアプリケーションサーバーリソー
スを作成します。

# scrgadm -a -j sap-as-resource \

-g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group \

-t SUNW.sap_as_v2 \

-x SAPSID=SAPSID \
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-x As_instance_id=as-instance-id \

-x As_startup_script=as-startup-script \

-x As_shutdown_script=as-shutdown-script \

-y resource_dependencies=sap-as-storage-resource

どのような拡張プロパティがあるかについては、34ページの「Sun Cluster HA for
SAP拡張プロパティ」を参照してください。

7. SAPアプリケーションサーバーリソースが含まれているスケーラブルリソースグ
ループを有効にします。

� このアプリケーションサーバーで RGOffloadリソースタイプを使用しない場
合は、次のコマンドを実行します。

# scswitch -Z -g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group

� このアプリケーションサーバーで RGOffloadリソースタイプを使用する場合
は、次のコマンドを実行します。

# scswitch -z -h node1, node2 -g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group

注 –このアプリケーションサーバーで SUNW.RGOffloadリソースタイプを使用す
る場合は、 (-jオプションではなく) -zオプションを使用して、このリソースを
どのノードでオンラインにするのかを指定する必要があります。

次の作業
48ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストール、構成、セントラルインスタ
ンスを確認する」に進みます。

ロックファイルの設定
この節の手順では、次の作業を行ないます。

� セントラルインスタンス用またはフェイルオーバーアプリケーションサーバー用の
ロックファイルを設定します。

� スケーラブルアプリケーションサーバーのロックファイルを設定します。

ロックファイルは、あるノードで SAPインスタンスがすでに動作しているときに、他
のノードで同じインスタンスを起動することを防止するためのものです。同じインス
タンスを複数のノードで起動すると、それぞれのインスタンスがクラッシュします。
クラッシュが起ると、SAP停止スクリプトがインスタンスを正常に停止できないた
め、データに損傷が生じる可能性があります。
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ロックファイルが設定されていると、SAPソフトウェアは、SAPインスタンスの起動
時に startup_lockfileファイルをロックします。ユーザーが同じインスタンスを
Sun Cluster環境の外で起動してから Sun Cluster環境のもとで SAPを起動すると、
Sun Cluster HA for SAPデータサービスは同じインスタンスを起動しようとします。
しかし、ファイルロック機構が機能しているため、この試みは失敗します。データ
サービスによって、該当するエラーメッセージが /var/adm/messagesに書き込ま
れます。

セントラルインスタンスまたはフェイルオーバーアプリケーションサーバーのロック
ファイルとスケーラブルアプリケーションサーバーのロックファイルとの唯一の違い
は、スケーラブルアプリケーションサーバーのロックファイルがローカルファイルシ
ステムにあるのに対し、セントラルインスタンスまたはフェイルオーバーアプリケー
ションサーバーのロックファイルはクラスタファイルシステムにある点です。

� セントラルインスタンスまたはフェイルオーバー
アプリケーションサーバー用のロックファイルを
設定する
次の手順で、セントラルインスタンスまたはフェイルオーバーアプリケーションサー
バー用のロックファイルを設定します。

1. sapstart実行ファイルの最新のパッチをインストールします。ロックファイル
の設定には、このパッチが必要です。

2. セントラルインスタンスのロックファイルまたはフェイルオーバーアプリケー
ションサーバーのロックファイルをクラスタファイルシステム上で作成します。

3. sapstartがインスタンスの起動に使用するプロファイルを編集し、セントラル
インスタンスまたはフェイルオーバーアプリケーションサーバー用に新しい SAP
パラメータ sapstart/lockfile を追加します。これは、startsap スクリプト
のパラメータとして sapstartに渡されるプロファイルです。

セントラルインスタンスの場合は、次のように入力します。

sapstart/lockfile =/usr/sap/SID/ Service-StringSystem-Number/work/startup_lockfile

フェイルオーバーアプリケーションサーバーの場合は、次のように入力します。

sapstart/lockfile =/usr/sap/SID/ Dinstance-id/work/startup_lockfile

sapstart/lockfile
新しいパラメータの名前

/usr/sap/SID/ Service-StringSystem-Number/work
セントラルインスタンスの作業ディレクトリ

/usr/sap/SID/ Dinstance-id/work
フェイルオーバーアプリケーションサーバーの作業ディレクトリ

startup_lockfile
Sun Cluster HA for SAPが使用するロックファイル名
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SAPがロックファイルを作成します。

注 –ロックファイルのパスは、クラスタファイルシステムに配置する必要がありま
す。ロックファイルのパスを各ノードにローカルで配置すると、複数のノードから
同じインスタンスが起動されるのを防止できません。

� スケーラブルアプリケーションサーバー用の
ロックファイルを設定する
次の手順で、スケーラブルアプリケーションサーバー用のロックファイルを設定しま
す。

1. sapstart実行ファイルの最新のパッチをインストールします。ロックファイル
の設定には、このパッチが必要です。

2. アプリケーションサーバーのロックファイルをローカルファイルシステムに設定し
ます。

3. sapstartがインスタンスの起動に使用するプロファイルを編集し、スケーラブ
ルアプリケーションサーバー用に新しい SAPパラメータ sapstart/lockfile
を追加します。これは、startsapスクリプトのパラメータとして sapstartに
渡されるプロファイルです。

sapstart/lockfile =/usr/sap/local/SID/Dinstance-id/work/startup_lockfile

sapstart/lockfile 新しいパラメータの名前

/usr/sap/local/SID/D instance-id/work スケーラブルアプリケーション
サーバーの作業ディレクトリ

startup_lockfile Sun Cluster HA for SAPが使用す
るロックファイル名

SAPがロックファイルを作成します。

注 –このロックファイルはローカルファイルシステムに配置されます。した
がって、他のノードからの複数の起動を防止することはできませんが、同じノード
での複数の起動は防止できます。
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Sun Cluster HA for SAPのインストール
と構成の確認
ここでは、データサービスが正しくインストールされて構成されているかどうかを確
認する手順について説明します。

� Sun Cluster HA for SAPのインストール、構成、
セントラルインスタンスを確認する
次の手順で、Sun Cluster HA for SAPのインストール、構成、セントラルインスタン
スを確認します。

1. SAPセントラルインスタンスリソースが含まれているリソースグループを含む
ノードにログインします。

2. SAP GUIを起動し、Sun Cluster HA for SAPが正しく動作していることを確認し
ます。

3. ユーザー sapsidadmで、セントラルインスタンスの stopsapスクリプトを使って
SAPセントラルインスタンスを停止します。

Sun Clusterソフトウェアによってセントラルインスタンスが再起動されます。

4. ユーザーrootで、SAPリソースグループを別のクラスタメンバーに切り替えま
す。

# scswitch -z -h node2 -g sap-ci-resource-group

5. SAPセントラルインスタンスがこのノードで起動されることを確認します。

6. 手順 1から手順 5を繰り返し、SAPセントラルインスタンスが動作する可能性の
あるすべてのノードをテストします。

次の作業
49ページの「フェイルオーバーデータサービスとしての Sun Cluster HA for SAPの
インストールと構成を確認する」または49ページの「スケーラブルデータサービス
としての Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成を確認する」に進みます。
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� フェイルオーバーデータサービスとしての Sun
Cluster HA for SAPのインストールと構成を確認
する
次の手順で、フェイルオーバーデータサービスとしての Sun Cluster HA for SAPのイ
ンストールと構成を確認します。

1. SAPアプリケーションサーバーリソースが含まれているリソースグループを含む
ノードにログインします。

2. ユーザー sapsidadmで、SAP GUIを起動してアプリケーションサーバーが正常に
動作することを確認します。

3. 手順 1で指定したノードで、アプリケーションサーバーの stopsapスクリプトを
使用して、SAPアプリケーションサーバーを停止します。

Sun Clusterソフトウェアがアプリケーションサーバーを再起動します。

4. ユーザーrootで、SAPアプリケーションサーバーリソースが含まれているリソー
スグループを別のクラスタメンバーに切り替えます。

# scswitch -z -h node2 -g sap-as-resource-group

5. 手順 4で指定したノードで、SAPアプリケーションサーバーが起動することを確
認します。

6. 手順 1から手順 5を繰り返し、SAPアプリケーションサーバーが動作する可能性
のあるすべてのノードをテストします。

� スケーラブルデータサービスとしての Sun Cluster
HA for SAPのインストールと構成を確認する
次の手順で、スケーラブルデータサービスとしての Sun Cluster HA for SAPのインス
トールと構成を確認します。

1. アプリケーションサーバーを実行するノードの 1つにログインします。

2. ユーザー sapsidadmになります。

3. SAP GUIを起動して、アプリケーションサーバーが正常に動作していることを確
認します。

4. 手順 1で指定したノードで、アプリケーションサーバーの stopsapスクリプトを
使用して、SAPアプリケーションサーバーを停止します。

Sun Clusterソフトウェアがアプリケーションサーバーを再起動します。

Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成 49



5. 手順 1から手順 3を繰り返し、SAPアプリケーションサーバーが動作する可能性
のあるすべてのノードをテストします。

Sun Cluster HA for SAP障害モニターの
概要
Sun Cluster HA for SAP障害モニターは、SAPのプロセスとデータベースの可用性を
調べます。SAPプロセスの可用性は SAPリソースの障害履歴に影響を与えます。さ
らに SAPリソースの障害履歴は、障害モニターのアクション (アクションなし、再起
動、またはフェイルオーバー)を促します。

SAPプロセスの可用性と異なり、SAPデータベースの可用性は SAPリソースの障害
履歴に影響を与えません。ただし、データベースの可用性に応じて SAP障害モニター
が起動され、その結果、あらゆる syslogメッセージが /var/adm/messagesに記
録され、データベースを使用する SAPリソースの状態が相応に設定されます。

Sun Cluster HA for SAPの障害検証 (セントラルイ
ンスタンス)
セントラルインスタンスの場合、障害検証の手順は次のとおりです。

1. SAP Message Serverとディスパッチャのプロセス IDを取得します。

2. 無限にループします (Thorough_probe_intervalの間スリープ)。

3. SAPリソースの可用性を検査します。

a. 異常終了 – Process Monitor Facility (PMF)が SAPプロセスツリーの障害を検出
すると、障害モニターはこの問題を全面的な障害とみなします。障害モニター
は、SAPリソースの障害履歴に基づいて、このリソースを再起動するか、別の
ノードにフェイルオーバーします。

b. プローブによる SAPリソースの可用性チェック –プローブでは、ps(1)コマン
ドを使用して、SAP Message Serverと主ディスパッチャのプロセスを検査しま
す。SAP Message Serverや主ディスパッチャのプロセスの中にシステムのアク
ティブプロセスリストにないものがあると、障害モニターは、この問題を全面
的な障害とみなします。

検証では、パラメータ Check_ms_retryに 0より大きな値を設定すると、
SAP Message Serverの接続が検査されます。拡張プロパティ
Lgtst_ms_with_logicalhostnameにデフォルト値 TRUEを設定すると、
lgtstユーティリティーを使って SAP Message Serverの接続がテストされま
す。検証では、SAPリソースグループに指定された論理ホスト名インタフェー
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スを使って、SAP提供の lgtstユーティリティーが呼び出されます。拡張プ
ロパティ Lgtst_ms_with_logicalhostnameに TRUE以外の値を設定する
と、lgtstはノードのローカルホスト名 (ループバックインタフェース)で呼び
出されます。

lgtstユーティリティの失敗は、SAP Message Serverの接続が正常に機能し
ていないことを意味します。この場合、障害モニターは、この問題を部分的な
障害とみなし、直ちに SAPの再起動やフェイルオーバーを引き起こすことはあ
りません。次の条件が存在する場合、障害モニターは、2つの部分的な障害を
全面的な障害とみなします。

i. 拡張プロパティ Check_ms_retryに 2が設定されている。

ii. リソースプロパティ Retry_intervalで設定された再試行期間内に 2つの
部分的な障害があった。

全面的な障害が発生すると、リソースの障害履歴に応じてローカル再起動か
フェイルオーバーが引き起こされます。

c. 検証によるデータベース接続の状態 –検証では、SAP提供の R3transユー
ティリティーを使ってデータベース接続の状態を検査します。Sun Cluster HA
for SAPの障害検証では、SAPがそのデータベースに接続できるかどうかが検
査されます。ただし、Sun Cluster HA for SAPによるデータベースの可用性の
判断は、高可用性のデータベース障害検証機能に大きく依存しています。デー
タベース接続の状態検査で異常が検出されると、障害モニターは Database
might be down というメッセージを /var/adm/messages に記録します。さ
らに、SAPリソースの状態として DEGRADEDを設定します。プローブがデータ
ベースの状態をもう一度検査し、接続が再確立されていると、障害モニターは
Database is up というメッセージを /var/adm/messages に記録し、SAP
リソースの状態を OKに設定します。

4. 障害履歴を評価します。

障害モニターは、障害履歴に基づいて次のいずれかのアクションを行います。

� アクションなし
� ローカル再起動
� フェイルオーバー

Sun Cluster HA for SAPの障害検証 (アプリケー
ションサーバー)
アプリケーションサーバーの場合、障害検証の手順は次のとおりです。

1. 主ディスパッチャのプロセス IDを取得します。

2. 無限にループします (Thorough_probe_intervalの間スリープ)。

3. SAPリソースの可用性を検査します。
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a. 異常終了 – Process Monitor Facility (PMF)が SAPプロセスツリーの障害を検出
すると、障害モニターはこの問題を全面的な障害とみなします。障害モニター
は、SAPリソースの障害履歴に基づいて、このリソースを再起動するか、別の
ノードにフェイルオーバーします。

b. プローブによる SAPリソースの可用性チェック –プローブでは、ps(1)コマン
ドを使用して、SAP Message Serverと主ディスパッチャのプロセスを検査しま
す。SAPの主ディスパッチャプロセスがシステムのアクティブプロセスリスト
にないと、障害モニターはこの問題を全面的な障害とみなします。

c. 検証によるデータベース接続の状態 –検証では、SAP提供の R3transユー
ティリティーを使ってデータベース接続の状態を検査します。Sun Cluster HA
for SAPの障害検証では、SAPがそのデータベースに接続できるかどうかが検
査されます。ただし、Sun Cluster HA for SAPによるデータベースの可用性の
判断は、高可用性データベース障害検証機能に大きく依存しています。障害モ
ニターは、データベース接続の状態検査に失敗すると、Database might be
downというメッセージを /var/adm/messagesに記録し、SAPリソースの状
態を DEGRADEDに設定します。検証機能はデータベースの状態を再び検査し、
接続が再確立されていると、Database is up というメッセージを
/var/adm/messagesに記録します。SAPリソースのステータスに OKを設定
します。

4. 障害履歴を評価します。

障害モニターは、障害履歴に基づいて次のいずれかのアクションを行います。

� アクションなし

� ローカル再起動

� フェイルオーバー

そのアプリケーションサーバーリソースがフェイルオーバーリソースであれ
ば、障害モニターはアプリケーションサーバーをフェイルオーバーします。

アプリケーションサーバーリソースがスケーラブルリソースの場合は、RGM
が一定回数のローカル再起動を試みた後で、クラスタに別のノードがあればそ
のノードでアプリケーションサーバーを起動します。
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